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〔
省

令
〕

〇
水
防
法
及
び
河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省

関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

（
国
土
交
通
九
八
）

J

〔
告

示
〕

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
東
北
地
方
整
備
局
二
一
六
）

N

〇
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
よ
り
登
録
住
宅
性
能
評
価
機

関
の
登
録
内
容
を
変
更
し
た
件

（
関
東
地
方
整
備
局
四
九
〇
〜
四
九
二
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
北
陸
地
方
整
備
局
一
〇
九
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
中
部
地
方
整
備
局
二
〇
六
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
二
一
五
、
二
一
六
）

O

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

O

第
十
一
条
の
見
出
し
中
「
水
利
使
用
の
許
可
」
を
「
流
水
の
占
用
の
許
可
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二

十
三
条
、」を
「
第
二
十
三
条
の
許
可
又
は
法
」
に
、「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
許
可
」
の
下
に「（
法
第
二

十
三
条
の
二
の
登
録
の
対
象
と
な
る
流
水
の
占
用
に
係
る
水
利
使
用
に
関
す
る
許
可
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
の

次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

特
殊
法
人
等

日
本
放
送
協
会
落
札
者
等
、
日
本
弁
護
士

連
合
会
懲
戒
の
処
分
関
係

M
O

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

M
Q

〇
国
土
交
通
省
令
第
九
十
八
号

水
防
法
及
び
河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
河

川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
十
三
条
の
二
、
第
二
十
三
条
の
四
第
五
号
、
第
二
十
四
条
、
第
二

十
六
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
七
条
第
一
項
、
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
第
六
条
第
二
項
、
第

九
条
の
三
第
一
項
第
三
号
及
び
第
二
項
、
第
十
四
条
の
三
第
六
号
並
び
に
第
十
六
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
十
五
条
第
二
項
、
国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
第
二
百
八
条
第
六
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
並
び
に
河
川
法
及
び
国
土
交
通
省
組
織
令
を
実
施
す
る
た
め
、
水
防
法
及
び
河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
一
部
の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

水
防
法
及
び
河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関

す
る
省
令

（
河
川
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

河
川
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
建
設
省
令
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

令
第
六
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
の
二
と
す
る
。

第
七
条
の
四
を
第
七
条
の
五
と
し
、
第
七
条
の
三
を
第
七
条
の
四
と
し
、
第
七
条
の
二
を
第
七
条
の
三
と
し
、
第

七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
河
川
管
理
施
設
等
の
維
持
又
は
修
繕
に
関
す
る
技
術
的
基
準
等
）

第
七
条
の
二

令
第
九
条
の
三
第
一
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
河
川
管
理
施
設
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

一

ダ
ム
（
土
砂
の
流
出
を
防
止
し
、
及
び
調
節
す
る
た
め
設
け
る
も
の
並
び
に
基
礎
地
盤
か
ら
堤
頂
ま
で
の
高

さ
が
十
五
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
を
除
く
。）

二

堤
防
（
堤
内
地
盤
高
が
計
画
高
水
位
（
津
波
区
間
に
あ
つ
て
は
計
画
津
波
水
位
、
高
潮
区
間
に
あ
つ
て
は
計

画
高
潮
位
、
津
波
区
間
と
高
潮
区
間
と
が
重
複
す
る
区
間
に
あ
つ
て
は
計
画
津
波
水
位
又
は
計
画
高
潮
位
の
う

ち
い
ず
れ
か
高
い
水
位
）
よ
り
高
い
区
間
に
設
置
さ
れ
た
盛
土
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

三

前
号
に
掲
げ
る
堤
防
が
存
す
る
区
間
に
設
置
さ
れ
た
可
動
堰ぜ

き

四

第
二
号
に
掲
げ
る
堤
防
が
存
す
る
区
間
に
設
置
さ
れ
た
水
門
、
Ëひ

門
そ
の
他
の
流
水
が
河
川
外
に
流
出
す
る

こ
と
を
防
止
す
る
機
能
を
有
す
る
河
川
管
理
施
設
等

２

令
第
九
条
の
三
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
河
川
管
理
施
設
等
の
維
持
又
は
修
繕
に
関
す
る
技
術
的
基

準
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
同
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
点
検
（
前
項
各
号
に
掲
げ
る
河
川
管
理
施
設
等

に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
行
つ
た
場
合
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
録
し
、
こ
れ
を
次
に
点
検
を
行
う
ま
で
の
期

間
（
当
該
期
間
が
一
年
未
満
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
年
間
）
保
存
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

点
検
の
年
月
日

二

点
検
を
実
施
し
た
者
の
氏
名

三

点
検
の
結
果
（
可
動
部
を
有
す
る
河
川
管
理
施
設
等
に
係
る
点
検
に
つ
い
て
は
、
可
動
部
の
作
動
状
況
の
確

認
の
結
果
を
含
む
。）
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